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青
森
県
漁
船
海
難
事
故
防
止
大
会
は
午

前
で
終
わ
り
、
午
後
か
ら
は
青
森
県
漁
村

活
性
化
対
策
協
議
会
が
主
催
と
な
り
、

｢

豊
か
な
食
文
化

(

グ
ル
メ)｣

｢

清
澄
な

る
居
住
環
境｣

｢

永
久
就
業｣

の
三
本
柱

を
兼
ね
備
え
た
漁
村
づ
く
り
の
た
め
漁
業

者
自
ら
が
漁
村
に
生
き
る
喜
び
を
再
認
識

し
、
そ
の
活
性
化
を
図
る
と
と
も
に
県
民

に
広
く
漁
村
文
化
と
漁
業
者
の
活
力
を
印

象
付
け
、
魚
食
の
普
及
と
漁
村
へ
の
理
解

を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に

｢

第
十
一
回
活

力
と
魅
力
溢
れ
る
漁
村
づ
く
り
青
森
県
大

会｣

を
開
催
し
た
。

大
会
で
は
、
植
村
正
治
会
長
が
主
催
者

を
代
表
し
て
挨
拶
を
述
べ
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
と
し
て
県
内
四
地
区
の
代
表
者
九
名
が

カ
ラ
オ
ケ
を
熱
唱
し
、
ま
た
、
二
地
区
を

代
表
し
て
二
団
体
が
郷
土
芸
能
を
披
露
し

た
。最

後
に
、
長
年
、
海
難
遺
児
募
金
に
ご

協
力
さ
れ
て
い
る
コ
ロ
ン
ビ
ア
レ
コ
ー
ド

の
北
見
恭
子
さ
ん
の
歌
謡
シ
ョ
ー
が
あ
り
、

会
場
内
は
熱
気
に
包
ま
れ
惜
し
み
な
い
大

き
な
拍
手
が
送
ら
れ
、
大
会
は
盛
会
の
う

ち
に
終
了
し
た
。
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カラオケ大会� ��� ���� � � ����
１

日本海
長谷川 照江子 父娘坂 (木田竜子) 深 浦

２ 山 本 利 雄 のぼり坂 (北島三郎) 風 合 瀬
３

むつ湾
坂 本 繁 吉 時代屋の恋 (堀内孝夫) 後 潟

４ 工 藤 勝 久 海・その愛 (加山雄三) 平 内 町
５

下 北
向 井 彰 子 積丹半島 (天童よしみ) 尻 労

６ 相 内 道 志 北の三代目 (小金沢昇司) 白 糠
７ 加 藤 兼 作 下北の宿 (大河和夫) 白 糠
８

八 戸
北 向 清 吉 おれの人生 (鳥羽一郎) 百 石 町

９ 福 島 一 雄 おやこ船 (鳥羽一郎) 八戸鮫浦

郷土芸能� ��� � � � � � � ����
10 日本海 津軽深浦北前太鼓｢風の会｣

｢轟 (トドロキ)｣
深 浦

｢雷鳴(ライメイ)｣
11 下 北 小田野沢漁協女性部 田植え餅つき踊り 小田野沢
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